
給湯・温水暖房一体型の
仕様基準への適合確認について

別紙２



現状

「仕様基準」では、

⚫暖房設備ではJIS S2112：熱効率（ 又はエネルギー消費効率）にて規定され、

⚫給湯設備ではJIS S2075：モード熱効率（給湯専用機）にて規定されている。
(4~7地域版)木造戸建住
宅の仕様基準ガイドブック

暖房設備にパネルラジエーターを設置

給湯温水暖房一体型の給湯部効率は上記JISに該当せず、
設置不可
⇒仕様基準に適合させるためには、（給湯温水暖房一体
型は認められず、）暖房と給湯それぞれの機器の設置が必要
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設計図書への反映方法（設計者用）

＜給湯単機能、追焚なしの場合＞
モード熱効率（％）への変換
＝熱効率又はエネルギー消費効率ー4.6%

①設置する給湯・温水暖房一体型機器について、設計図書（平面図や仕様書等）に、下記を
記載ください。
⚫品番型番・製品名・型式のいずれか
⚫当該製品の熱効率（又はエネルギー消費効率） ⇒モード熱効率への変換値計算は、

以下の確認方法を参照
②（一社）住宅性能評価・表示協会のポータルサイトやメーカーHPにて、該当機器の機器効率
一覧を確認し、根拠資料として添付ください。

給湯部効率の確認方法
（ガス給湯機の場合）
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＜追焚ありの場合＞
モード熱効率（％）への変換
＝熱効率又はエネルギー消費効率－6.4%



設計図書への反映方法（設計者用）

給湯部効率の確認方法
（石油給湯機の場合）

●●社 品名
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モード熱効率（％）への変換
＝熱効率又はエネルギー消費効率－8.1%



確認申請での確認方法（審査者用）

設計図書に記載されている給湯・暖房機器について、提出された性能値確認書類にて、
⚫ 品番型番・製品名・型式のいずれかを確認
⚫ 給湯部の熱効率（又はエネルギー消費効率）を確認
※「追焚あり」「給湯単機能、追焚なし」で確認方法が異なります

以下の式で、告示基準を満たしているか確認。
熱効率（又はエネルギー消費効率）ー（※以下の数値）
＝モード熱効率

※

給湯部の性能値確認の提出書類

②給湯部の熱効率又はエネルギー消費効率
が次ページの性能値一覧表の数値以上であ
るかどうかで確認

①モード熱効率への変換式にて確認

２．「追焚あり」「給湯単
機能、追焚なし」いずれ
であるか確認

１．品番・型番が設
計図書と整合している
か確認

３．下記①②いずれ
かの方法で基準適合
しているかを確認

石油熱源機 ガス熱源機

追焚あり ８．１％ ６．４％

給湯単機能、追焚なし ８．１％ ４．６％
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性能値一覧（給湯部の熱効率（又はエネルギー消費効率））

給湯部の熱効率又はエネルギー消費効率が
下記以上で告示基準に適合

告示基準値
（モード熱効率）

追焚あり 追焚なし・単機能

1～4地域
石油潜熱回収（エコフィール） 81.3%以上 89.4%以上

ガス潜熱回収（エコジョーズ） 83.7%以上 90.1%以上 88.3%以上

5～7地域
石油潜熱回収（エコフィール） 77.8%以上 85.9%以上

ガス潜熱回収（エコジョーズ） 78.2%以上 84.6%以上 82.8%以上

給湯部の熱効率又はエネルギー消費効率が
下記以上で告示基準に適合

告示基準値
（モード熱効率）

追焚あり 追焚なし・単機能

1～７地域
石油潜熱回収（エコフィール） 84.9%以上 93.0%以上

ガス潜熱回収（エコジョーズ） 86.6%以上 93.0%以上 91.2%以上

仕様基準の場合

誘導仕様基準の場合
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完了検査での確認方法（検査者用）

完了検査での確認においては、

⚫確認申請時に確認をした「品番型番・製品名・型式のいずれか」と、設置されている機器の銘板
等に記載されているものとが一致するかを確認することになります。

◆銘板への記載例

現場の検査では、
「モード熱効率」「熱効率」「エネルギー消
費効率」の確認は不要です

メーカーによって記載されている情報が
異なりますのでご注意ください● ● 株 式 会 社

● ● 株 式 会 社
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【参考】WEBプログラム

⚫Webプログラムで給湯暖房機を評価する場合、モード熱効率測定方法はまだ規定されていないため、給湯部にエネルギー消
費効率を入力することで、Webプロ内部で熱効率（又はエネルギー消費効率）からモード熱効率への変換が行われている。

エネルギー消費
性能の算定方法
第7章 給湯設
備 第2節 ガス
給湯機及びガス
給湯温水暖房機
の給湯部 7-2-
6より

ガス給湯機の場合
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【参考】WEBプログラム

⚫Webプログラムで給湯暖房機を評価する場合、モード熱効率測定方法はまだ規定されていないため、給湯部にエネルギー消
費効率を入力することで、Webプロ内部で熱効率（又はエネルギー消費効率）からモード熱効率への変換が行われている。

エネルギー消費
性能の算定方法
第7章 給湯設
備 第三節
石油給湯機及び
石油給湯温水暖
房機の給湯部
7-3-3より

石油給湯機の場合
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